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三嶋 宏輝（社会教育コース） 
教師の役割とは 
 
１．教育を考える一言 
「子どもをほどよく放っておくのが、どれだけ難しくて大切なことか・・・」 
 
２．背景 
 漫画『ちはやふる』11 巻 p.130 より抜粋。『ちはやふる』は、競技かるた（百人一首）で繋が
る仲間と友情、少年マンガ顔負けの迫力ある試合の描写で、『マンガ大賞 2009』大賞等を受賞し
ている人気漫画です。 
この中で主人公の千早は、周囲の仲間、先生等の支えを受けかるたの日本一を目指して努力を
続けています。両親も支援をしてはくれるものの、芸能界という不安定な世界に入ってしまった
千早の姉への心配が強く、「かるたをやっている限り千早は大丈夫だ」とあまり干渉せずに、放っ
ておいてしまうことが多かったです。それを反省するように振り返った母に対して、同い年の娘
を持つ友人の母親が言った一言です。 
 
３．考察 
 私がこの言葉からまず思い浮かべたのは以下の 2 点です。 
 1 点目は、教育実習において指導教員から言われた「教えないこと、待つことの大切さ」につ
いてです。私は、机間指導において生徒につまずきが見られたとき、「ここを参考にするといいよ」
というように教えてしまうことが多かったように思います。それは、教科書を時間内に進めるこ
とを念頭に置きすぎていて、生徒の考える時間、悩む時間を持つことができていなかったからで
あると思います。しかし、この指摘を受けてから、教科書を、生徒に考えさせること、知識とし
て教えることなど教師としての視点を持って見直すことができたように思います。 
 2 点目は、子どもの自主性を重んじるモンテッソーリ教育（モンテッソーリ・メソッド）です。
モンテッソーリ教育では、子どもたちが安心して自由に遊び、作業のできる環境整備が重視され
ます。教室が清潔に保たれ、子どもの目線で教室を見渡せることにも配慮が求められるのです。
また、モンテッソーリ教育法における教師の存在は、教室や教具と同様、整えられた環境の担い
手の一つと考えられています。 
 子どもの自発的な学びをたすける教師となることは、なかなか難しいです。しかし、子どもの
実態をつかみ、子どもの疑問を大切にできるようにと努力を続けることが重要ではないでしょう
か。 
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